
 Juntos!!中南⽶対⽇理解促進交流プログラム招へい 
 （ペルー派遣）記録 

 テーマ︓  海と空で繋がる⽇本とパナマ（⾃由で開かれた国際秩序のための友好関係協⼒）

 1.  プログラム概要
 【⽬的】  「⽇系社会への理解促進と⻘年交流」をテーマに、2023年は⽇・ペルー外交関係樹⽴

 150周年であり、この機会に両国の友好関係や⽇本の対ペルー、対中南⽶外交について 
 ⾒識を得るとともに、現地⽇系社会への理解を深め、両国が共に取り組むことのできる 
 分野について、互いの知⾒を共有し、意⾒交換を⾏うこと等を通じて、将来⽇本とペ 
 ルー共和国、並びに中南⽶諸国との関係促進に携わること主眼としてプログラムを実施
 しました。

 【参加者】⼤学⽣10名 

 【訪問地】ペルー国内 

 2.  ⽇程

 2024 年2⽉2⽇(⾦)  【渡航前オリエンテーション】 

 【交流】本プログラム事前説明会、⾃⼰紹介参加者︓9 名 

 1 ⽇⽬  ⽻⽥国際空港より出国 

 2023 年 3 ⽉ 1０⽇ 

 (⽇) 

 ホルヘ・チャベス国際空港よりペルー共和国へ⼊国

 2 ⽇⽬  【オリエンテーション】到着時オリエンテーション 

 【講義】JICA 

 【表敬訪問】ペルー共和国外務省  

 【視察】⽇本ペルー商⼯会議所（CCIPJ）、  ペルー日系人協会  （APJ） 、 

 海外移住資料館 

 2024 年 3 ⽉ 11 ⽇ 

 (⽉) 

 3 ⽇⽬  【表敬訪問】在ペルー⽇本⼤使館 

 【視察】クスコ視察後マチュピチュ村へ移動 
 2024 年 3 ⽉ 12 ⽇ 

 (⽕) 



 4 ⽇⽬  【視察】マチュピチュ村内視察 

クスコへ移動
 2024 年 3 ⽉ 13 ⽇ 

 (⽔) 

 5 ⽇⽬  イキトスへ移動

 【視察】少数⺠族クカマ族

 【視察】吊り橋
 2024 年３⽉ 14 ⽇(⽊) 

 6 ⽇⽬  リマへ移動

 【視察】⽇秘総合診療所

 【視察】在ペルー味の素⼯場

 【視察】マジックウォーターサーキット

 2024 年３⽉ 15 ⽇(⾦) 

 7 ⽇⽬  【視察】  ペルー国⽴⾝体障害者リハビリテーションセンター 

 ⽇本⼈ペルー移住110周年記念病院 

 【成果報告会】 

 ⽇本へ向け出国 

 2024 年３⽉ 16 ⽇(⼟) 

 ９ ⽇⽬ 

 2024 年 3 ⽉ 18 ⽇ 

 (⽉) 

 ⽻⽥国際空港より帰国 



 ３．プログラム記録写真 

 3/10 ペルー到着時  3/11  到着オリエンテーション 

 3/11 到着オリエンテーション（スケジュール説明）  3/11 JICA 



 3/11ペルー共和国外務省  3/11  ペルー日系人協会  （APJ） 

 3/11海外移住資料館  3/12 在ペルー⽇本⼤使館 



 3/12 クスコへ移動  3/12 クスコ 

 3/13 マチュピチュ  3/14少数⺠族クカマ族 



 3/14 吊り橋  3/15 ⽇秘総合診療所 

 3/15 味の素⼯場  3/15 味の素⼯場 

 3/16  ペルー国⽴⾝体障害者リハビリテーションセンター・⽇本⼈ペルー移 

 住110周年記念病院 

 3/16 成果報告会 



 4. 参加者からの声（抜粋）
 ●参加⼤学⽣

 滞在中、たくさんの素晴らしい思い出があり、ペルーに来ることができてとてもうれしい。

 ●参加⼤学⽣

 ラテンアメリカに来るのは初めてでしたが、最⾼に素晴らしい経験でした。素晴らしいペルー料理

 を味わい、美しい場所を⾒て、美しい⼈々に会いました。ペルーは素晴らしい国であり、将来また

 戻ってくると確信しています。

 ●参加⼤学⽣

 参加できて本当に良かった。⾔葉では⾔い表せません。プログラムの多くの部分が私に⼤きな影響

 を与えました。

 5.視察先からの声（抜粋）

 ●味の素現地法⼈

 味の素⼯場を⾒学していただきありがとうございます。若い⽅々と意⾒交換ができてとても良かったで

 す。参加者と接することで、視野や興味を豊かにすることができました。

 ●ペルー外務省

 私たちは、経験や懸念を共有し、⽇本とペルーの⼆国間関係の状況と、それらがどのように強化されて

 いるかについて会話と洞察を確⽴することができる若い皆様を迎える機会を得たことをとても嬉しく思

 いました。



 6. SNS発信（抜粋）

 在ペルー⽇本⼤使館SNS 
 On  March  11  and  12,  a  delegation  made  up  of  10  Japanese  university  students  made  a  series  of  protocol  visits  to  the  Foreign 
 Ministry  of  Peru  and  the  Embassy  of  Japan,  holding  meetings  with  Ambassador  Javier  Prado  Miranda  of  Asia  and  Oceania,  and  with 
 the Ambassador of Japan, Mr. YAMAMOTO Tsuyoshi, respectively. 
 The  exchange  program  “Juntos!!”  Sponsored  by  the  Ministry  of  Foreign  Affairs  of  Japan,  it  has  the  purpose  of  promoting  knowledge 
 of Japan in Latin America and developing relations between Japan and the region on the basis of mutual understanding. 
 The  young  delegates  were  able  to  share  their  experiences  and  concerns  with  both  representatives,  establishing  conversations  and 
 receiving  through  this  detailed  information  about  the  state  of  bilateral  relations  between  Japan  and  Peru,  and  how  these  are 
 becoming increasingly stronger. 



 参加者発信インスタグラムストーリー（現地での経験について） 
 First experience painting . Welcome to the Town. I bought the girls glow up necklaces 
 I think the tour business environment was better than in the Masai towns. 
 And,  the  Aquatic  show   certified  by  Guiness….Incredible.  After  the  show  it  was  a  tribute  to  Mr.  Okayama,  from  a  very  popular  anime 
 in Peru 

 参加者発信インスタグラム（参加者同⼠の交流について） 
 Team Juntos Perú 2024 



 7.成果報告会内容（抜粋）Action Plans Presented at the Reporting Session (excerpt)
 プログラムで得られた教訓と洞察︓

 -プログラムでは、JICAレクチャー、ペルー外務省での会議、ペルー⽇本⽂化センターでの会議な

 ど、ペルーと⽇本の歴史についてより深く知ることができました。 

 -リマでは、サービス、製造、商業、健康など、さまざまな分野に関連するいくつかの企業を訪問す

 る機会がありました。 

 -クスコでは、謎に包まれた聖域であるマチュピチュを訪れ、その村アグアスカリエンテスは、ノグ

 チ⽒が関わっていたため、⽇本の⽂化もペルーの重要なプロジェクトに⼤きな影響を与えたことを

 意味したことを学びました。 

 -ペルーと⽇本の先住⺠族の⽂化のアイデンティティを失うことについての論争は、イキトスのよう

 に、先住⺠族とそのニーズを満たす機会があったことに気づいた。 

 -⼀般的に、勤勉さや顧客へのサービスに対する姿勢などいくつかの違いがある。また、⾸都と地⽅

 の関係におけるより⼤きな課題を認識する必要があると感じた。 

 ●今後の活動

 -ペルーから帰国後、私たちの経験を⼈々に伝え、両国の関係と発展の機会を豊かにし、より強くす

 ることができる⾏動を始めたいと思っています。その⾏動により、社会に還元していくことがとて 

 も⼤事だと考えています。⽇本にいる私たちが、他の国の⼈々のさらなる発展をどのように⽀援で 

 きるかに今まで以上に関⼼を持ちました。 

 実施団体︓公益財団法⼈AFS⽇本協会 


